
岡本和枝議員は 23日(月)午前 11頃から、岩井良枝議員は 24日(火)午前 11時頃から
の一般質問です。次に紹介する一般質問は｢質問通告書｣から抜き出したものです。

裾野市議会３月定例会日程表
４日(水)午前 9時 総務委員会 予算審査（企画部）

５日(木)午前 9時 〃 〃（議会事務局、総務部、監査委員会事務局）

６日(金)午前 9時 〃 〃（市民部）

９日(月)午前 9時 厚生文教委員会 〃（健康福祉部）

10日(火)午前 9時 〃 〃（健康福祉部、教育部）

11日(水)午前 9時 〃 〃（教育部子ども教育課、学校教育課他）

12日(木)午前 9時 産建水道消防委員会 〃（消防本部、水道部）

13日(金)午前 9時 〃 〃（建設部）

16日(月)午前 9時 〃 〃（産業部）

17日(火)午前 10時 本 会 議 一般質問(１番～４番)

18日(水)午前 10時 〃 一般質問(５番～８番)

23日(月)午前 10時 〃 一般質問(９番～１２番)

24日(火)午前 10時 〃 一般質問(１３番～１６番)

26日(木)午前 10時 〃 委員会での予算審議の結果を委員長が報告し、質

疑・討論・採決を行います。
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一般質問 登壇予定(敬称略)

１７日(火) 内藤法子、 井出 悟、芹澤邦敏、土屋秀明

１８日(水) 二ノ宮善明、三富美代子、賀茂博美、中村純也

２３日(月） 小林 俊、岡本和枝、小田圭介、杉本平治

２４日(火) 廣瀬主博、岩井良枝、杉山茂規、杉本和男

1.生活困窮者自立支援法の施
行と支援体制について
任意事業である「就労準備支援事業」

岡本和枝議員の一般質問
「一時生活支援事業」「学習支援事業」

などと、必須事業である「自立相談支援

事業」が連携することで、生活困窮者を

真に支援できる仕組みになるのではあり

ませんか。見解を伺います。

自立相談支援事業には、生活保護申請
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への助言や適用の義務は明記されていま

せん。この生活困窮者自立支援法の中の

事業を利用していても、生活保護の要件

を満たしている人については、生活保護

は受給できるのではありませんか

2.医療費一部負担金の減免
これまで医療費一部負担金の減免実績

がほとんど有りません。原因・問題点を

どのように捉えていますか。生活保護基

準の引き下げで、減免基準が切り下げら

れてしまいます。今後の対応をどのよう

に考えていますか。

1.市民意識調査の結果について
市で は毎年

「市民意識調査」

を行っ ていま

す。その内容は

その時々、施策

への意見を聞く

ものとなってい

て諸施策推進の

ための基本資料として活用すると記され

ています。内容等について伺います。

予算の使い方について、市民の方が評価

させていること、不満に思っていること

を設問に入れ具体的に把握をすることが

必要と考えますが、いかがか伺います。

2. ３歳児幼稚園入園抽選問題

早期解決と子育て世代応援を
３歳児は集団生活の中で物事の善悪、

社会のルール、子ども同士の関わり方な

どを覚えていく大切な時期です。抽選で

はなく希望する全ての子どもが幼稚園に

入園できることが必要と考えますが見解

岩井良枝議員の一般質問

をお伺いいたします。

現在、西幼稚園の通学範囲が広すぎる状

態です。西幼稚園の入園希望増、災害発

生の危険性が高まっていることなども考

えると、南地域に幼稚園設置が必要と考

えます。市の重要施策「子育て世代応援」

の観点からどうお考えになるか伺いま

す。

２月 24 日に裾野市議会３月定例会が
開会し、高村市長から 2015 年度当初予
算案が提出されました。

高村市長は、「国内の経済動向を反映

して、法人市民税収の大幅な増収を見込

んでおりますが、法人関係税制の見直し

や海外景気の動向など、市税収入の動向

は必ずしも楽観できるものでは有りませ

ん。……定住人口の増加、企業立地維持

などの将来投資事業を継続しながらも、

ひとづくりなどどの将来を見据えた事業

にも重点を置いた、メリハリのある予算

として編成した」としています。(予算

大綱から抜粋)

本当にそういう予算になっている

でしょうか？ 見てみましょう。
一般会計の総額は 202億 500万円で、

前年当初予算に比べ 5 億 9,500 万円の
増。収入のうち、個人市民税は 32億 7,200
万円(前年より 1，7 パーセント増)、法
人市民税は 15 億 1,025万円(昨年は 8億

高村市政の２０１５年度当初

予算案から見えてくるのは

財政あるのに市民負担増!!

これでいいのか？!



50万円で 88、７%の大幅な増収)で、2015
年度は財政力のあるとされる『不交付団

体』の見込みです。

財政調整基金(貯金)の取り崩し額は、

2015年度は 8億 1,858万円を予定。前年
度当初予算より 5億 5,216万 5千円少な
い額です。

地方消費税交付金(人口などに応じて

市町村に交付されるもの)は 10 億 5,000
万円。前年より 3 億 4,000 万円増えまし
た。

法人市民税はおおまけに減税

しかし市民の負担は大負担増
これだけの財政力があり、企業へは減

税(昨年 10 月から法人市民税率が 12．
3%から９．７%に引き下げ。その結果
１年間で 3 億 3,000 万円の減収の見込
み)をしながら、市民へ社会保障等の大

きな負担を求めることは納得できませ

ん。

市民にとっては消費税増税や社会保障

制度の改悪の中で、負担が増える一方で

す。2015 年度当初予算案の中でも、国
保税や介護保険料の引き上げ、給食費の

値上げなどの負担増があります。

『受益者負担』の名の下で、市民に経

済的負担を求めるのではなく、税金は市

民生活を守るために使う。もっと直接的

に還元する考えが必要です

修正案の発議者は賀茂博美議員、増田

2月26日 高村市長提案の

議案への｢修正案｣が１１対

８で可決!! 裾野市議会で

｢修正案｣可決は初です!!

喜代子議員、杉山茂規議員、井出悟議員、

中村純也議員。

議案の内容は、「裾野市議会議員の議

員報酬を、『議長は 37 万 5,000 円を 38
万円』に『副議長は 33万 5,000 を 34万
円』に『委員長は 32万 5,000円を 33 万
円』に『議員は 31万 5,000円を 32万円』
にそれぞれ改める。附則として、条例が

可決されたら平成 26 年４月１日にさか
のぼって引き上げ分を支給する」という

ものでした。

特別職等(市長・副市長・教育長)や市

議会議員の報酬額は、裾野市特別職報酬

等審議会で審議され、その結果を市長へ

『答申』します。今回の特別職報酬等の

額についての答申は、今年の 2月 3日に
されました。

また、昨年

10 月に議会の
改選があり、4
月にさかのぼ

っての報酬の

支払いの意義は見当たりません。

生々しい市議会の動きです テレ

ビ実況中継が市役所１階ロビーで見

られたらいいと思いませんか？

修正案の提案理由は「報酬額の改正は、

裾野市特別職報酬等審議会の答申を尊重

するものであり、適用時期については答

申を受けた後とすべきであるため」です。

採決結果は、 11 対８(議長は採決に加
わらない。 1 名インフルエンザで欠席)で
可決されました。

共産党議員団(岡本和枝・岩井良枝)は

修正案に賛成しました。

同時に、３月議会の一般会計補正予算



として提案されていた、「平成 26年４月
１日に遡っての引き上げ分の議員報酬額

・126 万円」を削除し、削除した金額を
予備費に入れる修正案も可決しました。

これまで修正案を出してきたのは

日本共産党裾野市議団だけでした

共産党議員団として、これまで市民に

とって良くないと判断した議案に対して

は、修正案を提出したり反対討論をして

採決に臨んできました。結果は、議会の

中の少数意見として、数の力では否決さ

れてきました。

しかし、今回の修正案提出に、議会改

革の流れが一層強まった思いがします。

一方、今回の報酬審議会の答申で、議

員定数についての言及がありますが、『ま

ず削減ありき』の論議で、議会改革＝定

数削減としか捉えられていません。

いま論議しなければならないのは、コ

スト論で定数削減を求めることではな

く、裾野市議会独自の考えを求めて議会

改革のための『特別委員会』をスタート

させました。

みなさんと大いに論議していきたいと

思っています。

３月議会の一般会計補正予算に、深良

用水特別展示室整備事業 279 万 5,000
円、文化センター展示室改修工事 184万
3,000 円、計 463 万 8 千円が計上されま
した。

これは議会開会前に厚生文教委員会

もっと市民の声を聞いて!!

深良用水特別展示事業

(岩井良枝所属)へ、昨年かんがい施設遺

産に登録された深良用水の資料を文化セ

ンター 2階展示室の一部に移設・展示を
するためと説明されたものです。

しかし、他に替えの利かない展示室の

面積を狭めることの問題、そして何より

市がこの計画を進める上で文化センター

展示室を利用している団体などに何の説

明もしていないことがわかり厚生文教委

員会で問題となりました。指摘を受け、

市は裾野市文化協会に説明をしました。

裾野市文化協会では、あまりにも突然

の話であり、展示室が文化・芸術発信の

大切なスペースであり、今でさえ狭いこ

とから受け入れがたいとして代替案も示

し、市長への要望も行いました。

市は 4月の「深良用水まつり」に合わ
せ開館したいという思惑から計画を進め

ようとしていますが、１年前から市民文

化センター 2階展示室の予約を入れてい
る団体の把握・説明も十分にされていま

せん。時間をかけ計画を立てたとは言い

難い状態で市民の声を聞く姿勢を持たな

いことは大いに問題です。

2 月 26 日の補正予算審議の中で、こ
の件について小林俊議員と私・岩井良枝

が質疑をし、小林議員が反対討論を行い

ましたが、賛成多数で可決されてしまい

ました。

反対は小林

議員と日本共

産党裾野市議

団（岡本かず

え、岩井よし

え）の計３人

でした。


